
「
伝
説
の
黒
神
輿
」

「
伝
説
の
黒
神
輿
」

　　

3030
年
ぶ
り
に
巡
行

年
ぶ
り
に
巡
行

長野県坂城町議会長野県坂城町議会

さかきさかき No.No.182182
令和8年10月31日令和8年10月31日

議会だより議会だより

20262026

9月定例会　9月定例会　
・令和7年度決算を認定・令和7年度決算を認定…………………………………… 22ページページ

・ここが聞きたい!一般質問8名・ここが聞きたい!一般質問8名… ……… ……1010ページページ



令和７年度 一般会計決算  歳出 前年度比4.3％減令和７年度 一般会計決算  歳出 前年度比4.3％減
〜複合施設建設事業「実施設計」着手、デ〜複合施設建設事業「実施設計」着手、デ    ジタル化事業等を実施～ジタル化事業等を実施～

　
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
、８
月
31
日
か
ら
９
月
17
日

ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。議
案
の
主
な
も

の
は
、令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
・
公
営

企
業
会
計
決
算
の
認
定
、令
和
８
～
９
年
度
新
複
合
施
設
建

設（
第
１
期
）工
事
請
負
契
約
の
締
結
、人
権
擁
護
委
員
、教

育
委
員
会
委
員
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
及
び
千

曲
市
・
坂
城
町
等
公
平
委
員
会
委
員
の
人
事
案
件
、条
例
の

一
部
改
正
の
ほ
か
、町
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
８
年
度
一
般

会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、８
人
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
法
人

町
民
税
の
増
収
等
に
よ
り
、
前

年
度
と
比
較
し
プ
ラ
ス
４
・

７
％
、
約
１
億
４
５
０
０
万

円
の
増
額
と
な
っ
た
。
ま
た
、

地
方
特
例
交
付
金
は
、
国
の
定

額
減
税
に
よ
る
減
収
分
が
補

填
対
象
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
約
６
８
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
。
地
方
交
付
税
は
、

普
通
交
付
税
の
算
定
基
礎
と

な
る
基
準
財
政
収
入
額
が
前

年
よ
り
増
額
算
定
と
な
り
交

付
額
は
増
額
、
プ
ラ
ス
８
・

１
％
、
約
１
億
１
８
０
０
万
円

の
増
額
と
な
っ
た
。
国
庫
支
出

金
は
、
Ａ
01
号
線
道
路
改
良
事

業
等
に
係
る
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
の
増
額
等
に
よ

り
、
約
１
億
４
７
０
０
万
円
の

増
額
と
な
っ
た
。

　

歳
出
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
複
合

化
し
幅
広
い
世
代
が
集
う
、
健

康
・
福
祉
・
子
育
て
等
の
新
た

な
拠
点
と
な
る
複
合
施
設
建
設

事
業
に
お
い
て
、６
年
度
に
策

定
し
た「
基
本
設
計
」を
も
と

に「
実
施
設
計
」を
進
め
た
。

　

ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
Ａ
01
号

線
通
学
路
改
修
に
約
２
億
１
６

０
０
万
円
、
昭
和
橋
等
橋
梁
修

繕
事
業
に
約
５
４
０
０
万
円
、

坂
城
小
学
校
へ
の
災
害
用
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
設
置
工
事
約

２
１
０
０
万
円
、
温
泉
施
設
維

持
補
修
工
事
に
約
１
４
０
０
万

円
な
ど
を
支
出
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
で
は
、
貸

し
出
し
を
行
う
公
共
施
設
に
ス

マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
、
さ
か
き
モ
ノ
づ
く
り

展
、
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
事
業
へ
の
支
援
を
実
施

し
た
。

歳入合計
79億5191万円

地方交付税
15億9427万円
20.0%

町税
32億3594万円
40.7%

国庫支出金
8億7463万円
11.0%

諸収入
4億4029万円
5.5%

地方消費税
交付金

4億2671万円
5.4%

県支出金
3億7722万円
4.7%

繰入金
3億4146万円
4.3%

寄附金
8265万円
1.0%

繰越金
5056万円
0.6%

分担金・負担金
3747万円
0.5%

使用料・手数料
6305万円
0.8%

町債（借入金）
2億300万円
2.6% その他

2億2466万円
2.8%

総務費
12億913万円
15.5%

民生費
27億2470万円
34.9%

教育費
7億3977万円
9.5%

土木費
9億6977万円
12.4%

商工費
5億4528万円
7.0%

公債費
（借入金返済）
6億344万円
7.7%

衛生費
3億8348万円
4.9%

消防費
3億1686万円
4.1%

議会費
8524万円
1.1%

農林水産業費
1億9358万円
2.5%

労働費
3115万円
0.4%

歳出合計
78億240万円

歳入総額 79億5190万8170円
歳出総額 78億  240万4134円
差 引 額 1億4950万4036円

一 般 会 計

※

第3回定例会（9月）
決算議会  歳出総額78億240  歳出総額78億240 万円 万円をを認定！認定！

歳 入

歳 出

議会だより　さかき　No.182 2



令和７年度 一般会計決算  歳出 前年度比4.3％減令和７年度 一般会計決算  歳出 前年度比4.3％減
〜複合施設建設事業「実施設計」着手、デ〜複合施設建設事業「実施設計」着手、デ    ジタル化事業等を実施～ジタル化事業等を実施～

下水道事業会計
　主な整備は、葛尾組合及び坂城インター工
業団地周辺の管路布設工事や坂城更埴バイパ
ス関連で既設下水道管路の移設工事を実施
し、７年度末の整備面積は580.6 ha、下水道整
備率の進捗率は96.6％となった。

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額2億6,222万円は、当年度分消費税資本的
収支調整額及び損益勘定留保資金等で補填。

　

７
年
度
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

及
び
財
政
援
助
団
体（
坂

城
町
文
化
協
会
・
坂
城
町

ス
ポ
ー
ツ
協
会
）の
決
算

審
査
を
、７
月
21
日
か
ら

７
月
29
日
ま
で
実
施
し

た
。
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
審
査
を
８
月
17
日
に

行
っ
た
。審

査
結
果

　

審
査
に
付
さ
れ
た
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
及
び
附

属
書
類
は
、
い
ず
れ
も
関

係
法
令
の
定
め
る
様
式
に

従
っ
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
決
算
の
計
数
は
諸
帳

簿
と
符
合
し
て
正
確
で
あ

る
こ
と
を
認
め
た
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
判

断
比
率
及
び
算
定
書
類

は
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令

の
定
め
る
様
式
に
従
っ
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、
比
率

の
計
数
は
算
定
書
類
と
符

合
し
て
正
確
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
。

決
算
審
査
報
告監

査
委
員　
春　
日　
英　
次

大　
森　
茂　
彦

会　計　名 歳　　入 対前年度増減率 歳　　出 対前年度増減率
国 民 健 康 保 険 12億  717万円 △　1.9％ 12億  187万円 △ 1.8％
介 護 保 険 14億1922万円 　4.4％ 14億1688万円 4.3％
後 期 高 齢 者 医 療 3億  676万円 7.4％ 3億  676万円  7.5％
　 合　 計　　 29億3315万円  2.0％ 29億2551万円 2.0％

下水道事業会計 収入決算額 支出決算額 収支差額
収 益 的 収 支 6億   209万円 5億4070万円  　6140万円
資 本 的 収 支 1億 8760万円 4億4982万円 △ 2億6222万円

  歳出総額78億240  歳出総額78億240 万円 万円をを認定！認定！

特別会計

公営企業会計

※ 差引額
　各会計の差引額は、決算剰余金として翌年度へ
繰り越すほか、一部基金に積み立てる。

歳入総額 29億3314万7988円
歳出総額 29億2550万9589円
差 引 額 763万8399円※

（国民健康保険・介護保険・後期高齢者医療）
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歳 
入

問　

法
人
町
民
税
が
、
前
年

比
増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

答　

町
内
企
業
の
業
績
が
好

調
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
加

で
あ
る
。

問　

長
野
県
地
方
税
滞
納
整

理
機
構
へ
の
移
管
件
数
は
。

答　

滞
納
整
理
機
構
へ
の
移

管
件
数
は
12
件
で
あ
る
。

問　

財
政
力
指
数
と
、
長
野

県
内
で
の
順
位
は
。

答　

指
数
は
０
・
６
４
６
で

あ
り
、
県
内
で
上
か
ら
５
番

目
、
町
村
で
は
２
番
目
で
あ

る
。

歳 

出

　

総　
務　
課

問　

町
職
員
定
数
条
例
に
対

す
る
現
状
の
職
員
数
は
。

答　

町
条
例
の
定
数
は
１
６

６
名
で
、
令
和
８
年
４
月
１

日
現
在
の
職
員
数
は
１
３
３

名
で
あ
る
。

　

企
画
政
策
課

問　

公
共
施
設
ス
マ
ー
ト

ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

た
施
設
数
は
。

答　

各
小
中
学
校
体
育
館
に

導
入
し
た
ほ
か
、
び
ん
ぐ
し

の
里
公
園
や
町
体
育
館
な
ど

10
施
設
で
あ
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後

の
対
策
は
。

答　

他
自
治
体
と
の
差
別

化
、品
質
向
上
、ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
り
、
少
量
パ
ッ
ク
や
価

格
帯
の
見
直
し
、
商
工
会
等

を
通
じ
新
た
な
返
礼
品
の
開

拓
、
様
々
な
機
会
や
媒
体
を

活
用
し
て
周
知
等
の
強
化
に

取
り
組
む
。

問　

複
合
施
設
の
実
施
設
計

に
反
映
さ
れ
た
町
民
要
望
の

主
な
も
の
は
。

答　

地
元
住
民
説
明
会
等
で

寄
せ
ら
れ
た「
施
設
東
側
の

道
路（
幅
員
約
4
m
）
を
約

5
m
程
度
に
拡
幅
し
て
ほ
し

い
」と
の
町
民
要
望
を
受
け
、

実
施
設
計
に
反
映
し
た
。

　

商
工
農
林
課

問　

千
曲
川
の
中
州
に
生
息

し
て
い
る
シ
カ
な
ど
へ
の
対

策
は
。

答　

オ
リ
や
ワ
ナ
に
よ
る
駆

除
対
策
を
行
い
つ
つ
、
千
曲

川
流
域
市
町
村
連
携
に
よ
る

対
策
や
、
千
曲
川
河
川
事
務

所
に
有
害
獣
の
住
処
と
な
る

河
川
敷
内
の
ア
カ
シ
ア
の
伐

採
な
ど
を
要
請
し
て
い
く
。

問　

観
光
振
興
イ
ベ
ン
ト
補

助
金
の
内
容
は
。

答　

ス
テ
キ
さ
か
き
観
光

協
会
が
企
画
運
営
し
た「
Ｏ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in
信
州
さ
か

き
」に
対
し
て
補
助
を
行
っ

た
。
日
本
全
国
各
地
か
ら
１

３
５
名
が
参
加
し
、
約
９
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
町
の
魅

力
を
体
感
し
て
い
た
だ
い
た
。

問　

鉄
の
展
示
館
の
入
館
者

数
と
、
情
報
発
信
へ
の
取
り

組
み
は
。

答　

７
年
度
の
入
館
者
数

は
、６
９
４
６
名
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
行
い
、
観
光
協
会
や

ま
ち
づ
く
り
坂
城
と
連
携
し

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
に
も

努
め
て
い
る
。

　

建　
設　
課

問　

水
道
事
業
広
域
化
協
議

会
の
活
動
状
況
は
。

答　

7
年
度
の
基
本
計
画
の

合
意
・
決
定
後
、
各
団
体
の

住
民
・
議
会
の
理
解
を
得
る

た
め
、
加
え
て
事
業
統
廃
合

の
判
断
に
必
要
と
な
る「
重

要
協
議
事
項
の
協
議
・
調
整
」

及
び「
事
業
計
画（
案
）」の
策

定
を
実
施
し
て
い
る
。

問　

空
き
家
バ
ン
ク
で
成
約

と
な
っ
た
物
件
の
う
ち
、
町

外
か
ら
の
転
入
者
の
利
用
は
。

答　

7
年
度
の
空
き
家
バ
ン

ク
成
約
物
件
10
件
の
う
ち
、

町
外
か
ら
の
転
入
者
の
利
用

は
３
件
で
あ
っ
た
。

問　

デ
マ
ン
ド
交
通
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
利
用
状
況
は
。

答　
７
年
度
末
の
登
録
者
数

は
４
５
６
名
、
年
間
の
利
用

者
数
は
延
べ
５
０
５
７
名
で

あ
り
、
月
平
均
４
２
１
名
、１

日
平
均
20
名
の
利
用
が
あ
っ

た
。

委 員 会 審 査委 員 会 審 査
　総務産業・社会文教常任委員会では、７年度一般会計決算の各項目について、９月
10日、11日の２日間で、所管による関係資料をもとに慎重かつ詳細に審査を実施し
ました。
　その内容について、両委員長から審査報告があり、主な内容は以下のとおりとなりま
した。

一般
会計

※スマートロックシステムとは、
電子錠により施解錠できるシステムです。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 

公
共
施
設
ス
マ
ー
ト

 

ロ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
導
入

委
員
長　

玉た
ま

川が
わ

清き
よ

史ふ
み
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住
民
環
境
課

問　

防
犯
灯
の
設
置
台
数

と
、種
類
別
の
内
訳
は
。

答　
７
年
度
末
現
在
の
防
犯

灯
設
置
台
数
は
、
町
管
理
分

が
7
6
6
基
、
区
管
理
分
が

8
8
0
基
で
合
計
1
6
4
6

基
で
あ
る
。種
類
別
で
は
、蛍

光
灯
が
1
1
5
1
基
、
白
熱

灯
が
1
5
9
基
、
水
銀
灯
が

73
基
、
L
E
D
灯
が
2
6
3

基
で
あ
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
状
況
は
。

答　

保
有
率
は
79
・
3
％
で

あ
る
。

問　

不
法
投
棄
ご
み
撤
去
事

業
の
、
把
握
し
て
い
る
不
法

投
棄
箇
所
に
つ
い
て
警
察
へ

の
報
告
状
況
は
。

答　

行
為
者
が
特
定
で
き

そ
う
な
場
合
や
、
不
法
投
棄

が
続
く
よ
う
な
場
所
に
つ
い

て
は
警
察
へ
情
報
提
供
を
行

い
、
警
察
と
連
名
で
の
看
板

設
置
も
実
施
し
て
い
る
。

問　

消
防
防
災
航
空
隊
負
担

金
の
算
出
根
拠
は
。

答　

前
年
度
の
基
準
財

政
需
要
額
割
が
５
割
22
万

4
4
5
0
円
、
人
口
割
が
５

割
21
万
3
6
0
0
円
で
あ
る
。

　

福
祉
健
康
課

問　

民
生
委
員
の
な
り
手
不

足
へ
の
施
策
は
。

答　

活
動
に
係
る
負
担
を
軽

減
す
る
ほ
か
、
各
区
か
ら
の

推
薦
以
外
に
よ
る
候
補
者
選

出
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

問　

結
婚
新
生
活
支
援
補
助

金
の
申
請
件
数
と
補
助
金
額

は
。

答　
７
年
度
の
申
請
は
８
件

で
、
補
助
金
額
の
上
限
額
は

夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下
の
場

合
は
30
万
円
、
29
歳
以
下
の

場
合
は
60
万
円
で
あ
る
。

問　

医
療
機
関
等
物
価
高
騰

対
策
支
援
金
の
内
容
と
対
象

施
設
は
。

答　

物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、
光
熱
費
や
食
料
品
等
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
が
増
大

す
る
中
、町
内
の
医
療
機
関
、

薬
局
、施
術
所
、助
産
所
の
22

事
業
者
に
対
し
支
援
金
を
支

給
し
た
。

問　

歯
周
疾
患
検
診
、
そ
の

他
各
種
検
診
に
つ
い
て
、
受

診
率
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
は
。

答　

歯
周
病
予
防
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
保
健
補
導
員
を

対
象
に
講
演
会
を
開
催
し
、そ

の
理
解
と
周
知
に
努
め
て
い

る
。各
種
検
診
の
未
受
診
者
に

対
し
て
は
、毎
年
12
月
と
２
月

に
勧
奨
通
知
を
出
し
受
診
を

促
し
て
い
る
。

　

教
育
文
化
課

問　

保
育
園
園
舎
施
設
工
事

費
の
内
容
は
。

答　

坂
城
保
育
園
は
、
園
舎

廊
下
の
雨
漏
り
対
策
工
事
、

南
条
保
育
園
は
、
リ
ズ
ム
室

の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工

事
、 

村
上
保
育
園
は
、リ
ズ
ム

室
の
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工

事
や
保
育
室
石
油
暖
房
機
更

新
工
事
、
正
門
門も
ん

扉ぴ

改
修
工

事
な
ど
を
実
施
し
た
。

問　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ

の
取
り
組
み
内
容
は
。

答　
以
前
は「
国
際
交
流
村
」

と
い
う
名
称
で
和
平
に
お
い

て
実
施
し
、
歴
史
と
し
て
は

長
い
事
業
で
あ
る
。７
年
度

は
、
町
体
育
館
に
お
い
て
、

外
国
人
講
師
等
と
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
外

国
の
文
化
や
言
葉
の
理
解
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
図
っ
た
。

問　

教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備
状
況

は
。

答　
７
年
度
に
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
更
新
を
行
っ
た
。
更

新
に
か
か
る
対
象
経
費
の
う

ち
３
分
の
２
が
国
の
補
助
対

象
で
あ
り
、
予
備
機
に
つ
い

て
も
15
％
ま
で
整
備
で
き
る

た
め
、
全
児
童
生
徒
分
に
加

え
予
備
機
も
用
意
し
た
。

問　

坂
木
宿
ふ
る
さ
と
歴
史

館
で
実
施
し
た
企
画
展「
戦

争
と
さ
か
き
」の
反
応
は
。

答　

７
年
度
は
戦
後
80
年

で
あ
り
特
別
企
画
展
を
実
施

し
、
展
示
期
間
の
来
館
者
数

は
3
3
4
名
で
好
評
で
あ
っ

た
。

健康は健口から
〜歯周病は、全身の病気に関連します〜

社
会
文
教
常
任
委
員
会

 
教
育
D
X
推
進
事
業

 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新

委
員
長　

山や
ま

城し
ろ

峻し
ゅ
ん

一い
ち

問　

青
少
年
育
成
一
般
経
費

の
駅
前
啓
発
活
動
の
内
容
は
。

答　

地
元
坂
城
高
校
生
徒
会

と
一
緒
に
、
坂
城
駅
前
に
て

７
月
と
11
月
に
啓
発
活
動
を

実
施
し
た
。

問　

町
体
育
館
の
使
用
回
数

が
昨
年
度
か
ら
増
加
し
て
い

る
理
由
は
。

答　

町
体
育
館
に
冷
暖
房
設

備
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
る
。

問　

給
食
に
使
用
す
る
野
菜

の
調
達
に
つ
い
て
、
地
域
食

材
の
使
用
率
は
。

答　

長
野
県
産
の
割
合
は

18
・
3
％
、
う
ち
坂
城
町
産

は
14
・
1
％
で
あ
る
。
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問　
不
納
欠
損
の
人
数
は
。

答　
医
療
給
付
費
分
は
７
名
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
は
６
名
、
介
護
納

付
金
分
は
２
名
で
あ
る
。

問　

滞
納
繰
越
分
収
入
未
済
額
の

人
数
は
。

答　

医
療
給
付
費
分
は
１
４
４

名
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
は
１
４

０
名
、
介
護
給
付
費
分
は
79
名
で
あ

る
。

問　

１
人
あ
た
り
医
療
費
の
金
額

と
県
内
順
位
は
。

答　
７
年
度
の
、
1
人
あ
た
り
医
療

費
は
41
万
8
1
2
1
円
で
、高
い
方

か
ら
40
番
目
で
あ
る
。（
速
報
値
）

問　

高
額
療
養
費
の
近
年
の
状
況

は
。

答　

７
年
度
は
２
０
３
９
件
と
６

年
度
よ
り
95
件
増
加
し
た
。
金
額
は

１
億
１
７
２
万
５
２
２
４
円
で
あ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
０
・
５
％
減

少
し
て
い
る
。

委員会審査委員会審査
　各常任委員会では、付託された７年度の３特別会計
及び公営企業会計について、慎重かつ詳細に審査を実
施しました。その内容について、両委員長から審査報
告があり、主な内容は以下のとおりとなりました。

特別特別
会計会計

公営企業公営企業
会計会計

社
会
文
教
常
任
委
員
長　

山や
ま

城し
ろ

峻し
ゅ
ん

一い
ち

国
民
健
康
保
険

社
会
文
教
常
任
委
員
長　

山
城
峻
一

介
護
保
険

1
人
あ
た
り
医
療
費　
41
万
８
１
２
１
円（
速
報
値
）

主
治
医
意
見
書
作
成
料
件
数　
７
４
２
件

問　

滞
納
繰
越
分
普
通
徴
収
保
険

料
の
収
入
未
済
額
の
人
数
は
。

答　
48
名
で
あ
る
。

問　

主
治
医
意
見
書
作
成
料
の
件

数
は
。

答　

介
護
認
定
に
必
要
な
主
治
医

意
見
書
の
作
成
を
医
療
機
関
に
依

頼
す
る
も
の
で
、７
年
度
は
７
４
２

件
で
あ
っ
た
。

問　

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
内

容
は
。

答　

要
介
護
認
定
者
が
在
宅
で
の

生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
手
す
り

の
取
り
付
け
や
段
差
解
消
、
引
き
戸

へ
の
変
更
な
ど
、
自
宅
を
改
修
し
た

場
合
の
給
付
費
で
、
上
限
額
は
20
万

円
で
あ
る
。

問　
住
宅
改
修
の
現
状
は
。

答　
６
年
度
と
比
較
し
て
10
件
、
給

付
額
は
79
万
５
７
６
０
円
の
増
加

で
あ
っ
た
。

「高齢者福祉・介護保険サービスガイド」
QR コードからご覧になれます。
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問　

工
事
進
捗
状
況
に
つ
い

て
、整
備
済
の
面
積
は
。

答　

整
備
済
面
積
は
、

5
8
0
・
6
㏊
で
あ
る
。

問　

人
口
に
占
め
る
接
続
割

合
は
。

答　

7
年
度
末
で
接
続
割
合

は
、
水
洗
化
率
72
・
0
％
で

あ
る
。

問　
耐
震
化
の
状
況
は
。

答　

町
内
全
体
で
は
57
％

で
あ
り
、
う
ち
重
要
路
線
は

71
％
が
耐
震
性
能
を
有
し
て

い
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
長　

玉た
ま

川が
わ

清き
よ

史ふ
み

下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
整
備
面
積
５
８
０
．６
ha　
水
洗
化
率
72
・
０
％

問　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
の
内
容
と
増
額

理
由
は
。

答　

町
が
徴
収
し
た
保
険
料

を
広
域
連
合
に
納
付
す
る
も

の
で
、
増
額
は
被
保
険
者
数

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

問　
被
保
険
者
数
の
推
移
は
。

答　
６
年
度
末
は
３
２
２
９

人
、７
年
度
末
は
３
２
６
０

人
で
、
31
人
の
増
加
と
な
っ

た
。

社
会
文
教
常
任
委
員
長　

山
城
峻
一

後
期
高
齢
者
医
療

７
年
度
末 
被
保
険
者
数　
３
２
６
０
人

議 会 日 誌 （主な活動）

８
月

21日  六ケ郷用水組合議会臨時会
24日  国道バイパス・県道整備促進期成同盟会総会
25日  議会運営委員会　　
27日  決算審査監査報告受領/町例月現金出納検査
　 　町商工業振興審議会/葛尾組合議会臨時会
28日  全国町村議会広報研修会
30日  町総合防災訓練
31日  ９月議会定例会（〜９/17）
       社会文教常任委員会
　　 広報発行対策特別委員会

９
月

10・11日  総務産業・社会文教常任委員会
16・24日  広報発行対策特別委員会
17日  議会運営委員会/社会文教常任委員会
25日  長野県町村議会議長会全体研修会
        議会運営委員会
28日  町例月現金出納検査
        上田地域広域連合議会代表者会

７
月

１・８・15日  広報発行対策特別委員会
２日   新国道上田篠ノ井間建設促進期成同盟会総会
３・17日  議会運営委員会
９〜10日  上田地域広域連合行政視察（管外施設視察）
13日  県道上室賀坂城停車場線改良促進期成同盟会総会
　　  町村議会議員研修会
16日  議会全員協議会/千曲衛生施設組合議会臨時会
22日  上田地域広域連合行政視察（管内施設視察）
21・23・24・27・28・29日  決算審査
27日  町例月現金出納検査
30日  総務産業常任委員会閉会中の調査

８
月

 ５日  社会文教常任委員会閉会中の調査
15日  町二十歳のつどい
19日  長野県社会保障推進協議会陳情
 　　  新国道上田篠ノ井間建設促進期成同盟会要望活動
20日  議会全員協議会/社会文教常任委員会
　　 千曲坂城消防組合議会臨時会

　今号の表紙は、去る9月27日
に坂城神社秋季例祭で行われ
た神

み こ し

輿の巡行。
　この神輿は1884(明治17)年
に製作され、100年以上の歴
史を持つ。外観に黒漆を施し
たため「黒神輿」と呼ばれる。
　また「百

ひゃっかん

貫神輿」とも呼ば
れ、重さは約1トン。
　神輿の担ぎ棒は通常縦横に
配されるが、この神輿は横棒

が無い構造となり、非常に希少性の高いものである。当時の
担ぎ手を想うと祭りの熱気が甦

よみがえ

るようである。
　今回の巡行後、再び神社に奉納されてしまったが、歴史的
産物として是非多くの人の目に留まる所に展示出来ればと
思う。　　　　　　　　　　　　　　（文：大

お

日
び

向
なた

  進
しん

也
や

）

表 紙 の 写 真 一般会計と特別会計の違いは？
　一般会計は、地方公共団体において町民のサービスの提供
を始めとする行政運営の基本的な経費（福祉・教育・土木な
ど）を計上している会計です。
　一方で特別会計は、事業目的を限定し、特定の収入をもっ
て特定の支出に充てるため、一般会計と区別して経理する必
要がある場合に設けられる会計です。
　坂城町では令和７年度に、国民健康保険、介護保険、後期
高齢者医療の３会計がありました。

公営企業会計は？
　公営企業会計は、事業収入を主な財源として、独立採算の
原則により特定の事業を経理する会計です。複式簿記を採用
し企業活動を正確に把握できます。
　下水道事業会計には2つの財布があり、使用料収入や施設の
維持管理費などに係る財布を収益的収支、下水道施設の整備
や改修などに係る財布を資本的収支として区分しています。
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■ 

人
権
擁
護
委
員（
任
期
３
年
）

　
　
　
　
三み

つ
井い　
有あ
り
奈な
（
南
　
条
） 

新
任

■ 

教
育
委
員
会
委
員（
任
期
４
年
）

　
　
　
　
林は

や
し　
　
信し
ん
一い
ち（
四
ッ
屋
） 

再
任

■ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員（
任
期
３
年
）

　
　
　
　
北き

た
澤ざ
わ　
一か
ず
憲の
り（
上
五
明
） 

新
任

■ 
千
曲
市
・
坂
城
町
等
公
平
委
員
会
委
員（
任
期
４
年
）

　
　
　
　
中な

か
村む

ら
ト
モ
エ（
千
曲
市
） 

再
任

人
事（
敬
称
略
）

契
約
の
承
認

◆
令
和
８
～
９
年
度　
新
複

合
施
設
建
設（
第
１
期
）工
事

請
負
契
約
の
締
結

　

老
朽
化
し
た
保
健
セ
ン

タ
ー
及
び
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
施
設
統
合
に
加
え
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
図

書
館
の
一
部
機
能
な
ど
を
含

め
た
施
設
の
整
備
の
た
め
、

新
複
合
施
設
建
設（
第
１
期
）

工
事
を
施
工
す
る
請
負
契
約

で
、
建
築
工
事
及
び
電
気
・

機
械
等
の
設
備
工
事
な
ど
の

本
体
工
事
を
行
う
。

　

契
約
金
額
は
27
億
6
0
0

万
円
、
請
負
者
は
守
谷
・
冨

士
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
。
工
期
は
令
和
10
年
２
月

29
日
ま
で
と
す
る
。

問　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
係
る
入
札
の
経
過
状
況
は
。

答　

8
月
24
日
に
共
同
企
業

体
４
社
が
参
加
し
入
札
を
実

施
、１
回
目
の
入
札
で
は
全

て
の
共
同
企
業
体
が
応
札
し

た
が
、予
定
価
格
を
上
回
り
、

再
度
入
札
を
行
っ
た
。

　

３
社
が
辞
退
し
１
社
が
応

札
し
た
が
、
再
び
予
定
価
格

を
上
回
り
、
関
係
法
令
等
に

基
づ
き
、
そ
の
共
同
企
業
体

と
の
随
意
契
約
に
移
行
し
、

見
積
り
を
徴
取
し
た
と
こ
ろ

予
定
価
格
に
達
し
、
仮
契
約

を
締
結
し
た
。

条
例
改
正

◆
坂
城
町
福
祉
医
療
費
給
付

金
条
例
の
一
部
改
正

　

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
法
の
改
正
に
よ
り
、「
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
」を「
医
療
情
報
基
盤
・
診

療
報
酬
審
査
支
払
機
構
」に

名
称
変
更
す
る
も
の
。

第
３
回
定
例
会 

議
案
審
議

令和8年度 一般会計補正予算（主なもの）
◆第２号補正額（専決）	 1,602万円
　歳出
　○ 法人町民税の税償還金・還付加算金	 1,600万円
◆第３号補正額	 １億158万円
　歳入
　○ 地方交付税	 1億6,535万円
　○ 国庫支出金	 3,424万円
　○ 前年度繰越金	 1,201万円
　○ 町債	 170万円
　○ 基金等繰入金	 ▲1億1,399万円
　歳出
　○ 温泉施設持続化負担金	 1,300万円
　○ 減災基金積立金	 5,529万円
　○ 税償還金・還付加算金	 300万円
　○ 社会福祉施設等物価高騰対策支援金	 484万円
　○ 土地改良区水槽改修事業補助金	 342万円
　○ 農道等維持工事費	 260万円
　○ 保証料補給金	 500万円
　○ ＢＩプラザ屋根修繕工事費	 1,300万円
　○ 渇水対策設備工事費	 438万円
◆第４号補正額	 719万円
　歳出
　○ 農産物加工施設管理費	 704万円

新複合施設建設（第１期）工事起工式
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件　　名 提　　出　　者 付託常任委員会及び
委員会審査結果

本会議における
議決結果

陳　

情

消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬
の追加負担を行わないことを求める
陳情書

長野県社会保障推進協議会
代表委員　宮沢　裕夫　佐野　達夫
　　　　　細尾　俊彦　小林　吟子
　　　　　松丸　道男　北沢　　忠

社会文教
不  採  択 不　採　択

第３回定例会（9月）の審議結果

（○は賛成、×は反対）

（議員氏名）

（議案名）
結果

大
日
向
進
也

塚
田　
　

舞

水
出　

康
成

宮
入　

健
誠

中
村　

忠
靖

星　
　

哲
夫

玉
川　

清
史

山
城　

峻
一

祢
津　

明
子

朝
倉　

国
勝

滝
沢　

幸
映

大
森　

茂
彦

中
嶋　
　

登

契 約 令和８～９年度新複合施設建設（第１期）
工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○ 欠

席 ○ ×
議 

長 

職
令和７年度歳入
歳出決算の認定 国民健康保険特別会計 可決 ○ ○ ○ ○

賛成
討論

○ ○ × ○○ ○ ○ ×
反対
討論

陳　　 情 消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加
負担を行わないことを求める陳情書 不採択 × × × × × ○ ○ ○× × × ○

２ 賛否が分かれた議案

 ３ 全会一致で否決された議案……なし

 ４ 陳情審査結果

１ 全会一致で可決された議案
（1）専決処分
　① 令和８年度一般会計補正予算（第２号）
　② 和解及び損害賠償額の決定

（2）人事
　① 人権擁護委員の推薦
　② 坂城町教育委員会委員の任命
　③ 坂城町固定資産評価審査委員会委員の選任
　④ 千曲市・坂城町等公平委員会委員の選任

（3）条例
　① 昭和天皇の崩

ほうぎょ

御に伴う職員の懲戒免除及び職員
の賠償責任に基づく債務の免除に関する条例の
一部改正

　② 坂城町福祉医療費給付金条例の一部改正
　③ 坂城町下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正
（4）令和７年度歳入歳出決算の認定　
　① 一般会計
　② 介護保険特別会計
　③ 後期高齢者医療特別会計
　④ 下水道事業会計

（5）令和８年度予算
　① 一般会計補正予算（第３号）（第４号）
　② 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　③ 介護保険特別会計補正予算（第２号）

議会を議会を
傍聴しませんか傍聴しませんか

次の定例会は、
12月初旬開会の予定です。

事前の申し込みは不要です。
当日議場（役場４階）へお越しください。

会議録は町のホームページまたは
下のQRコードからご覧になれます。

坂城町議会
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ここが聞きたい!
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

ＳＧＨＣへの加入は

加入に向け検討していく

有
害
獣
対
策

問　

坂
城
町
猟
友
会
で
は
狩

猟
免
許
を
所
持
し
て
い
る
会

員
は
何
名
か
。
ま
た
町
職
員

で
所
持
し
て
い
る
人
数
は
。

商
工
農
林
課
長　

昨
年
度
末

の
町
猟
友
会
員
の
所
持
状
況

は
、
第
一
種
銃
猟
免
許
所
持

者
14
名
、
ワ
ナ
猟
所
持
者
は

13
名
、
両
方
を
所
持
し
て
い

る
会
員
は
６
名
で
あ
る
。

　

町
職
員
の
所
持
者
は
２
名

で
、
両
職
員
と
も
第
一
種
銃

猟
免
許
及
び
ワ
ナ
猟
の
免
許

を
所
持
し
て
い
る
。

問　

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

商
工
農
林

課
に
狩
猟
免
許
と
銃
所
持
許

可
を
保
有
し
て
い
る
職
員
が

い
る
が
、
有
害
獣
駆
除
に
専

従
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　

今
後
は
、
専
従
で
き
る
人

材
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

活
用
や
広
域
連
携
な
ど
、
体

制
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問　

信
州
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
協
議
会（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
Ｃ
）へ

の
加
入
の
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

今
年
３
月

に
、小
諸
市
と
大
町
市
の

鳥
獣
対
策
担
当
者
が
発

起
人
と
な
り
、市
町
村
の

枠
を
超
え
た
現
場
担
当

者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

場
と
し
て
協
議
会
が
設

立
さ
れ
た
。

　

現
在
、県
内
の
15
市
町

村
が
加
入
し
て
お
り
、有

害
鳥
獣
対
策
を
行
う
う

え
で
、市
町
村
担
当
者
に

よ
る
情
報
共
有
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
今
後
、

協
議
会
へ
の
加
入
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

祢
ね

津
つ

　明
あき

子
こ

  議員

質問項目

祢
ね
津
つ
　 明

あき
子
こ 議員 10ページ

① 体験格差について
② 有害獣対策の強化について
③ マイナアプリについて

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 11ページ

① 「2050年ゼロカーボン宣言」は
② 危機管理部署の設置を
③ 児童生徒の学習権の保障を
④ 坂城町の農業はどうなる

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 11ページ

① 移住定住について
② 安全・安心なまちづくりの推進に
　 ついて

玉
たま
川
がわ
　 清

きよ
史
ふみ 議員 12ページ

① 町道Ａ01号線について
② 森林をもっと身近に

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 12ページ

① 大規模災害時の体制について
② 夏休み明けの子どもたちの支援
　 について

山
やま
城
しろ
　 峻

しゅん
一
いち 議員 13ページ

① さかきコネクトの情報発信に
　 ついて

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 13ページ

① 脱炭素社会について
② 地域防災について

朝
あさ
倉
くら
　 国

くに
勝
かつ 議員 14ページ

① 農業振興について
② 有害鳥獣対策について
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宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

各種の相談窓口は

ワンストップで対応

移
住
定
住

問　
移
住
定
住
の
施
策
は
。

町
長　

全
国
的
に
少
子
高
齢

化
お
よ
び
人
口
減
少
が
進
む

中
、
将
来
に
わ
た
り
活
力
あ

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
、
移
住

定
住
の
促
進
は
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
。

　

特
に
、
若
い
世
代
や
子
育

て
世
代
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
を
担
う
方
々
に
選
ば
れ

る
こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

「
働
く
・
暮
ら
す
体
験
事
業
」

「
移
住
定
住
促
進
補
助
金
」及

び「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
業
・

創
業
移
住
支
援
金
事
業
」の

他
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

物
件
を
対
象
に
、「
空
き
家
バ

ン
ク
利
用
促
進
補
助
制
度
」。

　

新
婚
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す

る
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
住

宅
取
得
費
用
や
引
っ
越
し
費

用
等
を
支
援
す
る「
結
婚
新

生
活
支
援
事
業
」。

　

移
住
に
合
わ
せ
て
新
規
就

農
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し

て
、
家
賃
補
助
や
農
業
用
機

械
等
の
購
入
を
助
成
す
る

「
新
規
就
農
者
支
援
事
業
」な

ど
多
様
な
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
役
場
内
の
全
課
を

移
住
・
定
住
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
位
置
づ
け
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
の
利
点
を

活
か
し
た
関
係
課
連
携
に
よ

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応

に
努
め
て
い
る
。

気候危機

区
域
施
策
編
の
策
定
は

準
備
を
進
め
る
予
定

問　
最
近
の
温
暖
化
に
対
す

る
世
論
調
査
で
、
温
暖
化
対

策
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21（
国
際
枠
組

み
）で
採
択
さ
れ
た「
パ
リ
協

定
に
期
待
す
る
」が
58
％
、前

回
調
査
の
66
％
か
ら
低
下
、

「
日
本
も
温
暖
化
対
策
を
着

実
に
進
め
る
べ
き
だ
」と
答

え
た
人
は
89
％
と
多
く
を
占

め
た
と
報
道
。

　

昨
年
の
一
般
質
問
で
、
町

の
温
暖
化
対
策
の
区
域
施
策

編
の
策
定
が
遅
れ
て
い
る
と

の
質
問
に
、町
長
は「
検
討
し

て
い
く
」と
答
弁
。ど
ん
な
手

順
で
策
定
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

区
域
施
策
編
は
、
国

の
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
で
、
区
域
全

域
の
事
業
者
・
住
民
等
の
取

組
も
含
め
た
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
抑
制
等
を
行
う
た
め

の
計
画
で
あ
る
。
町
で
も
策

定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

予
定
と
し
て
い
る
。

　

策
定
の
進
め
方
は
、
人

口
、産
業
、住
宅
、交
通
、再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
可

能
性
等
地
域
特
性
を
把
握

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

を
部
門
別
に
推
計
し
、
現
状

と
課
題
を
整
理
し
て
い
く
の

が
基
本
と
な
る
。
基
礎
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
町
の
将

来
像
や
基
準
年
度
、
目
標
年

度
、削
減
目
標
、進
捗
管
理
指

標
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

策
定
に
は
専
門
性
が
高
く
、

有
識
者
や
専
門
家
の
助
言
・

指
導
を
必
要
と
し
、
事
業

者
・
住
民
な
ど
行
政
機
関
以

外
の
連
携
も
重
要
で
あ
り
、

複
数
年
度
必
要
に
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員

R4.2.14「長野地域9市町村が共同で
『2050ゼロカーボン宣言』」を発出
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玉
たまがわ

川　清
きよふみ

史  議員

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

森林保全

森
林
管
理
の
現
状
は

財
源
活
用
で
整
備
を
推
進

問　
森
林
環
境
譲
与
税
・
森

林
づ
く
り
県
民
税
の
活
用
状

況
は
。

商
工
農
林
課
長　

森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林

所
有
者
に
管
理
に
係
る
意
向

調
査
や
搬
出
間
伐
・
倒
木
処

理
等
に
、
県
民
税
は
枯
損
木

し
た
松
を
伐
倒
後
、
チ
ッ
プ

と
し
て
燃
料
へ
再
利
用
す
る

事
業
に
活
用
し
た
。

問　
坂
城
小
学
校
の
学
有
林

活
動
の
評
価
と
課
題
は
。

教
育
文
化
課
長　

自
然
と
触

れ
合
い
体
験
し
た
事
は
、
そ

の
後
の
成
長
に
役
立
ち
、
意

義
深
い
教
育
活
動
と
捉
え
て

い
る
。
屋
外
環
境
特
有
の
安

全
確
保
と
野
生
鳥
獣
対
策
が

課
題
で
あ
る
。

問　
町
植
樹
祭
の
財
源
は
ど

こ
か
ら
出
て
い
る
の
か
。

商
工
農
林
課
長　

継
続
事
業

と
み
な
さ
れ
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
で
き
な
い
た
め
、

一
般
財
源
で
対
応
し
て
い

る
。

町
道
Ａ
01
号
線
拡
幅
工
事

問　
工
事
の
進
捗
と
今
後
の

予
定
、
植
栽
・
照
明
の
地
域

要
望
意
見
聴
取
の
予
定
は
。

町
長　

金
井
工
区
は
宇
佐
八

幡
宮
交
差
点
付
近
、
保
地
工

区
は
金
井
振
興
セ
ン
タ
ー
入

口
交
差
点
付
近
の
事
業
を
進

め
て
い
る
。
保
地
工
区
は
継

続
し
て
用
地
買
収
を
進
め
、

順
次
、
改
良
工
事
に
着
手
し

て
い
く
。
植
栽
は
過
去
に
は

地
元
区
に
選
定
後
決
定
さ
れ

た
経
緯
も
あ
る
が
、
将
来
に

わ
た
る
維
持
管
理
も
考
慮

し
、
照
明
も
含
め
原
則
町
で

検
討
し
て
い
く
。

災害時の体制整備は

災害派遣経験を活かす

受
援
体
制

問　

大
規
模
災
害
時
の
備

え
と
し
て
、
受
援
計
画
の
策

定
及
び
受
け
入
れ
体
制
整
備

は
。

町
長　

国
は
過
去
の
災
害
発

生
時
の
課
題
よ
り
、
災
害
時

受
援
体
制
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
受
援
計
画
作
成
の

手
引
き
を
示
し
、
体
制
整
備

の
促
進
を
働
き
か
け
た
。　

　

町
の
受
援
計
画
は
、
県
が

策
定
し
た
長
野
県
広
域
受
援

計
画
と
整
合
を
と
り
、
町
地

域
防
災
計
画
の
応
援
計
画
を

補
完
す
る
形
で
令
和
５
年
３

月
に
策
定
し
た
。

　

受
入
は
、
災
害
対
策
本
部

に
応
援
・
受
援
担
当
を
置

き
、
庁
内
外
の
総
合
調
整
を

行
う
。ま
た
、災
害
被
災
地
へ

の
町
職
員
派
遣
に
よ
る
経
験

や
情
報
等
を
共
有
し
、
確
実

に
受
援
体
制
を
機
能
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
備
え
て
い
く
。

夏
休
み
明
け
の
子
ど
も
た
ち

の
支
援
に
つ
い
て

問　
夏
休
み
明
け
の
子
ど
も

た
ち
の
変
化
の
把
握
は
。

教
育
長　
「
夏
休
み
明
け
は

要
注
意
」は
大
切
だ
が
、「
要

注
意
の
時
期
を
過
ぎ
た
か

ら
、
ひ
と
安
心
」で
は
な
く
、

常
に
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取

り
、
支
援
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

日
記
、生
活
記
録
、保
護
者

連
絡
帳
や
、
夏
休
み
明
け
の

週
に
教
職
員
と
の
面
談
で
子

ど
も
た
ち
の
声
を
直
接
聞
く

ほ
か
、
学
校
生
活
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
学
校
生
活
の

様
子
や
悩
み
を
把
握
し
て
い

る
。

「受援計画作成の手引き」内閣府（防災）より
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山
やましろ

城　峻
しゅんいち

一  議員

ＺＥＢ化の方針は

ゼロカーボンにつなげる

脱
炭
素
社
会

問　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
ヘ
の
基
本
方

針
は
。

町
長　
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を
推
進
す

る
上
で
初
期
投
資
の
負
担

や
、
町
内
企
業
で
は
、
人
材
、

情
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
面
で
踏

み
出
し
に
く
い
と
考
え
る
。

さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

や
、
新
複
合
施
設
に
お
け
る

Ｎ
ｅ
ａ
ｒ
ｌ
ｙ 

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の

知
見
や
情
報
を
、
他
の
公
共

施
設
や
町
内
企
業
に
も
広

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
事
例
紹
介
や
国
・
県
の

補
助
制
度
の
周
知
な
ど
を
通

じ
て
、
地
域
全
体
で
の
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
て

い
く
。

地
域
防
災
に
つ
い
て

問　

発
災
時
に
命
を
守
る

啓
発
活
動
の
取
り
組
み
状
況

は
。

住
民
環
境
課
長　

各
自
主
防

災
会
や
関
係
機
関
と
連
携

し
、
防
災
知
識
の
普
及
啓
発

や
地
域
防
災
力
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問　

避
難
所
開
設
及
び
運

営
、環
境
整
備
や
、初
期
開
設

時
の
運
用
準
備
状
況
は
。

福
祉
健
康
課
長　

避
難
所
の

運
営
は
、
地
域
住
民
や
自
主

防
災
組
織
な
ど
の
協
力
に
よ

り
、
避
難
者
が
主
体
的
に
か

か
わ
る
運
用
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
訓

練
を
通
じ
て
、
避
難
所
の
初

期
開
設
手
順
や
役
割
分
担
を

確
認
し
、
環
境
整
備
や
運
営

方
法
の
改
善
を
図
り
、
避
難

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

く
。

新設アプリ

意
見
聴
取
の
構
築
は

活
用
可
能
性
を
研
究
す
る

問　

自
治
体
統
合
ア
プ
リ

「
さ
か
き
コ
ネ
ク
ト
」の
導
入

の
目
的
と
、
従
来
の
情
報
発

信
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

は
。

町
長　

既
存
の
情
報
伝
達
手

段
だ
け
で
は
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
課
題
が
あ
り
、
特

に
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
利
用
に

不
慣
れ
な
方
は
、
必
要
な
情

報
を
探
す
こ
と
自
体
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
行

政
情
報
を
よ
り
簡
単
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

と
し
て
、
今
年
３
月
末
に
自

治
体
統
合
ア
プ
リ
を
導
入
し

た
。

　

Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
よ

る
地
域
課
題
の
解
決
・
魅
力

向
上
を
具
現
化
す
る
た
め
の

重
要
な
施
策
と
し
て
い
る
。

問　
現
在
の
登
録
者
数
は
。

企
画
政
策
課
長　

８
月
末
で

は
６
５
８
名
で
あ
る
。

問　

行
政
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
一
方
で
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
持
っ
て
い
な
い

方
や
操
作
に
不
慣
れ
な
方
へ

の
対
応
は
。

企
画
政
策
課
長　

デ
ジ
タ

ル
と
ア
ナ
ロ
グ
を
併
用
し
、

情
報
格
差
解
消
に
努
め
て
い

く
。

問　

将
来
的
に「
さ
か
き
コ

ネ
ク
ト
」
を
活
用
し
、
町
民

か
ら
の
意
見
や
地
域
課
題
を

受
け
付
け
る
仕
組
み
の
構
築

は
。

企
画
政
策
課
長　

直
接
的
な

対
話
を
基
本
と
し
、
さ
か
き

コ
ネ
ク
ト
の
定
着
と
情
報
発

信
機
能
の
一
層
の
充
実
に
力

を
注
ぎ
、
活
用
可
能
性
の
研

究
を
続
け
て
い
く
。

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

さかきコネクトのトップページ
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令和8年度長野県町村議会
議長会議員研修会

令和8年度
町村議会広報研修会

朝
あさくら

倉　国
くにかつ

勝  議員

生産原価低減の推進は

研究し推進していく

農
業
振
興

問　
7
年
度
の
水
田
面
積
に

対
す
る
稲
作
栽
培
面
積
は
。

商
工
農
林
課
長　

水
田
面
積

２
０
９
・
15
㏊
に
対
し
稲
作

栽
培
面
積
は
１
１
１
・
13
㏊

で
、
約
53
・
1
％
と
い
っ
た

状
況
で
あ
る
。

問　
7
年
度
の
転
作
品
目
と

面
積
は
。

商
工
農
林
課
長　

麦
が
18
・

89
㏊
、野
菜
類
12
・
97
㏊
、飼

料
用
米
が
1
・
85
㏊
で
あ
る
。

問　
離
農
者
が
多
く
既
存
組

織
の
維
持
が
難
し
い
。
対
策

の
考
え
は
。

町
長　

交
付
金
制
度
を
活
用

し
、
外
部
団
体
や
業
者
等
へ

の
委
託
も
可
能
で
あ
る
の

で
、
集
落
や
組
織
に
対
し
周

知
し
て
い
く
。

問　
新
技
術
の
普
及
に
よ
る

生
産
原
価
低
減
の
推
進
は
。

商
工
農
林
課
長　

新
し
い
栽

培
方
法
や
新
技
術
の
導
入
な

ど
に
よ
り
生
産
性
向
上
や
効

率
化
が
図
ら
れ
、
コ
ス
ト
が

削
減
さ
れ
る
。
今
後
も
関
係

機
関
や
関
係
団
体
と
連
携
す

る
中
で
、
取
り
組
み
を
研
究

し
推
進
し
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問　

緊
急
銃じ
ゅ
う
り
ょ
う
猟
の
対
応
に

向
け
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

状
況
は
。

商
工
農
林
課
長　

環
境
省
か

ら
示
さ
れ
た
緊
急
銃
猟
に
伴

う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、

現
在
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

進
め
て
お
り
、県
や
警
察
、猟

友
会
な
ど
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
完
成
後
は
連
携
手
順

を
確
認
す
る
た
め
の
机き
じ
ょ
う上
訓

練
や
実
地
訓
練
を
行
う
。

　

7
月
13
日（
月
）松
本
市
キ
ッ

セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
長
野

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ

る
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
長
野
県
内
の

町
村
議
員
等
が
参
加
し
、❶「
地

方
財
政
の
課
題
と
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
」で
は
、地
域
社
会

課
題
に
対
し
何
を
残
し
何
を
見

直
す
の
か
、
優
先
順
位
と
意
思

決
定
が
求
め
ら
れ
選
択
す
る
議

会
へ
❷「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
根

絶
に
向
け
て
」で
は
、議
会
は
社

　

8
月
28
日（
金
）東
京
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ 

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ

Ａ（
渋
谷
公
会
堂
）に
て
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
主
催
に
よ
る

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
❶
住
民
と
議
会

を
つ
な
ぐ
広
報
デ
ザ
イ
ン
術
～

ね
ら
い
と
効
果
～
❷
議
会
広

報
誌
の
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
～

紙
面
を
見
直
す
、
効
果
的
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
～
❸
議
会
広
報
の
取

り
組
み
～「
読
ま
れ
る
」
議
会

だ
よ
り
を
目
指
し
て
～
を
聴
講

し
、
紙
面
の
要
素
を
洗
い
出
し

会
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
促

進
す
る
立
場
で
あ
り
、
起
き
な

い
議
会
環
境
を
つ
く
る
事
が
必

要
で
あ
る
と
聴
講
し
ま
し
た
。

な
が
ら
ま
ち
の
空
気
を
編
集
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
議

会
報
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

研 修 報 告

地域を支える米作り
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在宅避難への備えを学ぶ

� 社会文教常任委員会

民間経営の直売所に学ぶ
総務産業常任委員会

　

社
会
文
教
常
任

委
員
会
は
、８
月
５

日（
水
）
に
安
曇
野

市
の
防
災
広
場
と

池
田
町
の
認
定
こ

ど
も
園「
野
あ
そ
び

保
育
あ
い
そ
め
」を

視
察
し
た
。

◆
安
曇
野
市
で
は
、

災
害
時
の
在
宅
避

難
へ
の
備
え
拡
充

を
目
的
に
、
防
災
用

品
購
入
補
助
金
制

度
を
実
施
。

　

対
象
者
は
市
内
に
住
所
を

有
し
、
市
税
等
の
滞
納
が
な

い
世
帯
で
、
申
請
は
同
一
世

帯
に
つ
き
年
度
内
一
回
を
限

定
と
し
て
い
る
。

　

対
象
品
目
は
、
17
品
目
の

多
岐
に
わ
た
り
、
補
助
率
及

び
上
限
額
は
、
防
災
用
品
購

入
費
の
３
分
の
１
で
上
限
額

２
万
円
ま
で
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
防
災
ラ
ジ
オ
購

入
補
助
金
制
度
を
設
け
、
市

民
の
日
頃
の
備
え
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
普
及
を
促
し

て
い
る
。

　

防
災
広
場
で
は
、
13
の
機

能
を
持
ち
合
わ
せ
、
災
害
時

は
支
援
拠
点
、
復
旧
・
復
興

時
は
応
援
部
隊
活
動
拠
点
、

平
常
時
は
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

◆「
野
あ
そ
び
保
育
あ
い
そ

め
」は
、今
年
４
月
に
民
間
保

育
園
と
し
て
開
園
。

　

統
合
に
よ
り
閉
園
し
た

町
保
育
施
設
活
用
の
た
め
、

保
護
者
の
選
択
肢
の
拡
充
を

目
的
に
、
町
は
民
間
事
業
者

を
誘
致
し
た
。
選
考
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
実
施
、
公

私
連
携
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

移
管
後
の
保
育
園
で
は
、

自
然
保
育
を
中
心
に
特
色
あ

る
保
育
を
実
践
し
て
い
る
。

　

子
育
て
世
代
か
ら
選
ば

れ
、
移
住
・
定
住
に
も
つ
な

げ
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い

る
。

　

今
回
の
視
察
を
参
考
に
、

防
災
意
識
の
向
上
と
、
子
育

て
へ
の
取
り
組
み
を
研
究
し

て
い
き
た
い
。（

宮み
や
い
り入　

健た
け
し誠
）

充実した防災設備（安曇野市）

野あそび保育　あいそめ（池田町）

  

総
務
産
業
常
任
委
員
会

は
、７
月
30
日（
木
）
に
、
創

業
32
年
目
を
迎
え
る
伊
那

市
の
産
直
市
場「
グ
リ
ー
ン

フ
ァ
ー
ム
」を
視
察
し
た
。

　

同
施
設
は
生
産
者
２
０
０

０
名
が
登
録
し
、
年
間
約
７

０
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。

　

助
成
金
に
頼
ら
ず
自
立
経

営
を
徹
底
し
農
産
物
の
他
、

古
物
や
骨
董
、
伊
那
谷
特
産

の
昆
虫
食
、
動
物
の
飼
育
展

示
、
山
羊
の
レ
ン
タ
ル
ま
で

行
う
多
角
的
な
施
設
で
あ

る
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
一
般
的

な
規
格
外
品
の
集
荷
に
加

え
、
生
産
者
販
売
手
数
料
は

20
％
と
高
め
で
あ
る
が
、
生

産
者
側
は
利
益
追
求
に
走
ら

な
い
同
施
設
の
考
え
を
理
解

し
て
い
る
。
冬
場
の
原
価
販

売
や
子
育
て
支
援
、
還
元
な

ど
地
域
貢
献
に
も
注
力
し
て

い
る
。ま
た
、子
ど
も
で
も
生

産
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、

社
会
体
験
を
通
じ
て
将
来
の

生
産
者
育
成
に
繋
げ
て
い

る
。

　

チ
ラ
シ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
広

告
宣
伝
は
一
切
行
わ
ず
、
施

設
内
に
食
堂
や
土
産
品
を
置

か
な
い
。
観
光
客
に
街
へ
足

を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

地
域
全
体
の
経
済
循
環
を
最

優
先
し
て
い
る
。

　
「
農
業
で
稼
げ
る
モ
デ
ル
」

を
目
指
し
、行
政
、地
域
や
生

産
者
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

い
ら
れ
る
様
に
自
立
と
地
域

還
元
に
取
り
組
む
姿
勢
に
深

い
感
銘
を
受
け
た
。

　

利
益
追
求
に
捉
わ
れ
ず
、

人
と
の
繋
が
り
と
地
域
全
体

の
活
性
化
を
主
軸
に
置
く
経

営
理
念
は
、
町
の
今
後
の
農

業
振
興
や
地
域
資
源
活
用
を

考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
と

な
っ
た
。

（
星ほ

し　

哲て
つ

夫お

）

委
員
会
報
告
（
閉
会
中
の
調
査
）
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第5回

日
　 

和

　

九
月
も
半
ば
に
入
る
と
徐
々
に
稲
の
色
が
黄
金
色
に
染
ま

り
、稲
穂
は
こ
う
べ
を
た
れ
、稲
刈・脱
穀
が
近
い
こ
と
を
感
じ

る
頃
と
な
っ
た
。

　

今
年
の
我
が
家
の
米
作
り
を
振
り
返
れ
ば
、三
月
に
は
春
の

訪
れ
と
と
も
に
、田
ん
ぼ
の
耕
運
が
始
ま
っ
た
。四
月
に
は
、苗

づ
く
り
の
す
じ
蒔ま
き
を
行
い
、五
月
に
は
二
度
目
の
耕
運
、肥

料
撒
き
、代
掻
き
、田
植
と
矢
継
ぎ
早
に
農
作
業
を
こ
な
す
。

田
植
が
終
わ
る
と
、除
草
剤
を
蒔
い
て一
段
落
。こ
こ
か
ら
が
田

ん
ぼ
と
の
毎
日
の
語
ら
い
が
始
ま
る
。七
月
後
半
に
は
、土
用

干
し
を
約
一
週
間
行
い
、九
月
の
水
落
し
に
備
え
る
。そ
の
後
、

再
び
高
温
障
害
へ
の
対
応
を
含
め
た
水
の
管
理
が
日
課
と
な

る
。九
月
に
入
り
、一斉
の
水
落
し
を
行
い
、稲
刈・脱
穀
に
備
え

る
。我
が
家
の
年
中
行
事
の
稲
刈
は
、九
月
下
旬
に
家
族
全
員

集
合
し
、世
間
話
を
し
な
が
ら
今
は
少
な
く
な
っ
た
は
ぜ
か
け

を
実
施
し
て
い
る
。一
年
の
集
大
成
と
し
て
、十
月
上
旬
に
は
、

水
分
の
基
準
値
を
満
た
し
て
い
れ
ば
い
よ
い
よ
脱
穀
と
な
る
。

　

七
ヶ
月
に
及
ぶ
長
か
っ
た
今
年
の
米
作
り
を
終
え
て
、新
米

を
食
す
る
と
、来
年
も
頑
張
ろ
う
と
思
う
。春
ま
で
の
半
年
間

疲
労
し
た
体
を
休
め
よ
う
。　
　
　
　
　

  

（
宮み
や
い
り入　

健た
け
し誠
）

発
行
責
任
者　

議　
　

長�

中
嶋　
　

登

広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長�

大
日
向
進
也

　
　
　
　
　

副
委
員
長�

塚
田　
　

舞

　
　
　
　
　

委　
　

員�

星　
　

哲
夫

�

中
村　

忠
靖

�

宮
入　

健
誠

　坂城町の身近な話題をお届けします。

　千曲川の流れは、今も昔も変わらず静かに坂城の地
を潤しています。その川辺には、戦国の世を今に伝え
る「笄

こうがい

の渡し」があります。ここは、かつて舟で対岸へ
渡る大切な渡し場であり、村上氏ゆかりの悲しい伝説
が残る場所です。
　天文22年(1553年)、葛尾城が落城した折、村上義
清公の奥方は追手を逃れ、この渡しから千曲川を渡っ
たと伝えられています。危険を顧みず舟を出した船頭
への感謝として、奥方は髪に挿していた「笄」を贈り
ました。その出来事から、この渡しは「笄の渡し」と呼ばれるようになったそうです。
　橋が架かり、人々が舟を利用することはなくなりましたが、歴史や伝説は地域の風景の中に今も息
づいています。何気なく渡る橋のたもとにも、先人たちの勇気や思いやりが刻まれていることに気づ
かされます。
　晩秋の風に揺れる千曲川の水面を眺めながら、この地に生きた人々への思いを巡らせるひと時
も、坂城ならではの豊かな時間ではないでしょうか。歴史は遠い昔の出来事ではなく、私たちの暮ら

しの足元に静かに流れ続けています。　　

　　　　　　　　　　　　　　(中
なか

村
むら

  忠
ただ

靖
やす

)

※ここでいう「笄=こうがい」とは、本来は髪をか
き整えたり結い留めたりするための棒状の髪飾
りで、のちに日本刀の鞘

さや

に差す装飾金具として用
いられた道具のことをさしています。

‖
 村上 氏 ゆ かりの 伝 説 から  
‖

苅屋原からの笄橋（千曲建設事務所ホームページより）

旧木橋（千曲建設事務所ホームページより）
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